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遊 星 界　（三月）

　水星　月はじめ山羊座の中央にあり，漸次東進し，水瓶座を経て，春分黙

の近くで4月に入る、光度は増加の一路．曉の星であって，観望は月はじめ

の頃のみ，月末には太陽に近づき’，観望不能．

　金星　山羊座の中央，水星の少し西にあり，東遷し，水星を追ひ，月末に

は水瓶座の東境まで旧る．低いが，L曉の明星「の貫録を示し，光度負a4等

やがて太陽と合になり，秋まで愛らしい姿とk別れは必然の蓮命

　火星　日波後わっかに西の室に見える・光度2．1等．黄道にそひ．魚座を東

進してみる．

　木星　曉の星．段段見易くなる．夜溶すぎてあらはれる．光度負1．6等．蛇

遣座の南部，アンタレX星の東に，殆んど動かない．このあたり美観

　土星　月末わっかに嶢の東天低く見える．水瓶座にある．光度12等望蓮

鏡を持ってるる人は，下旬に，水星，金星と近づくところを観望するのも面

白からう．水瓶座に三遊星が集る．

　天喜星　宵西天の星．羊座にあり，光度6．2等．

　海王星　齪望の絶好期に入った．終夜見えてみる．但し光度7．7等小望遠

鏡でその位置だけはわかる．獅子座をしっかに逆行中．

　冥蕪星　讐子座の東邊にある．微光のため見えす．

x

　一一一Ellでも花山を訪問された諸君は，宿舎のすぐ東にあるマッスグイ坂路を

知って居られるであらう．天文憂創立當時は，今の表三島に達する廣い道は

なく，宿舎の東の道を上って來てるたものである．あの道は疋しく子午線の

方向を示し，丁度子午線館の観測室中にある子午儀のために切開かれた道で

あっt，あそこに立って私は，南天低いカノ1プス星をしみじみと見るので

ある．あのあたりの星座が三月の宵には南中する．カノ1プス星の光の中に

は南國の椰子の實のかをりを感じる．（淡翠山入）


